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1. 目　的

胸腹水濾過濃縮再静注法（cell-free and concentrated 

ascites reinfusion therapy, CART）は，癌性胸腹膜炎や肝硬
変などによる難治性胸腹水を濾過濃縮し，患者に点滴静注
する治療法である。通常，CARTの濾過濃縮工程は煩雑で，
経験を要する。しかし，患者の胸腹水は入手困難で性状が
様々なため，手技向上のための教育や医療機器開発のため
の安定した装置評価が困難である。そこで，市販の輸液製
剤を用いて3種類の模擬腹水を作成し，粒子径および安定
性を評価した。さらに，この模擬腹水を用いて濾過濃縮工
程の再現が可能か検証し，目詰りフィルターの洗浄法の最
適化についても検討した。

2. 方　法

模擬腹水の作成には，静注用脂肪乳剤（イントラリポスⓇ

輸液20％，大塚製薬工場），代用血漿剤（ボルベンⓇ6％輸
液，フレゼニウス カービ ジャパン）および生理食塩水（大
塚生食注，大塚製薬工場）を用い，目的によって混合比率
を変更した。粒子径分布および濾過器（AHF-MOW，旭化
成メディカル）の透過性の測定にはレーザ回折式粒子径分
布測定装置（SALD-2300，島津製作所）を用い，代用血漿剤

の濃縮器（AHF-UP，旭化成メディカル）の透過性の確認は
ヨウ素デンプン反応によって行った。

3. 結　果

静注用脂肪乳剤の粒子径は0.2μm（濾過器中空糸の最大
孔径）より大きく，ロットにより粒子径に差は認めず，濾
過器の中空糸膜を通過しなかった。代用血漿剤は，濃縮開
始早期より濃縮器の廃液中に検出された。CAR Tの際に使
用する多目的血液処理装置を用いて3種類の模擬腹水の濾
過濃縮を行い，脂肪乳剤によって濾過器の目詰りを，代用
血漿剤によって濃縮器の目詰りを，脂肪乳剤と代用血漿剤
の混合液によって濾過器と濃縮器の両方の目詰りを再現可
能であった。模擬腹水によって目詰りさせた濾過器の洗浄
実験では，中空糸の内および外の両側から生理食塩水を注
入することによって最も迅速に洗浄できることが明らかと
なった。

4. まとめ

市販の輸液製剤（静注用脂肪乳剤，代用血漿剤，生理食
塩水）を用いた模擬腹水は，安定した粒子径分布を示し，
CAR Tの濾過濃縮工程の再現と目詰りフィルターの洗浄法
についての検討を可能とし，これからの機器の評価や教育
に有用と考えられる。
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模擬腹水を用いた胸腹水濾過濃縮装置の評価・教育システムの構築
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